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探
求
・
川
に
ち
な
ん
だ
万
葉
集
の
歌

第
91
回

澤
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ィ
ズ
ブ
ッ
ク
保
育
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狛こ
も
や
ま山
に
　
鳴
く
霍ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥
　
泉
川

　
　
　
　
　
　
　
渡わ
た
りを
遠
み
　
此こ

こ処
に
　
通
は
ず

突
然
に
夏
が
来
た
。
こ
ん
な
に
短
い
梅
雨
は
今
ま
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
水
分
補
給
、

空
調
管
理
、
暑
く
て
も
進
む
食
事
は
…
。
あ
ま
り
に
突
然
過
ぎ
て
、
体
調
を
維
持
す
る
こ

と
に
必
死
に
な
っ
て
い
た
。
も
う
少
し
、
夏
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
た
か
っ
た
。
ぎ
ら

ぎ
ら
と
刺
す
よ
う
な
日
差
し
、
庭
先
で
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
水
を
入
れ
る
お
母
さ
ん
、
い

つ
も
よ
り
短
く
し
て
と
頼
む
床
屋
、
目
を
引
く
「
氷
」
の
旗
、
生
ビ
ー
ル
と
枝
豆
、「
冷
や

し
中
華
始
め
ま
し
た
」
の
紙
。
あ
な
た
に
と
っ
て
、
夏
の
し
る
し
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

「
狛
山
に
鳴
く
霍ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥
は
、
泉
川
の
渡
場
が
遠
い
か
ら
か
、
こ
こ
に
は
通
っ
て
こ
な
い
こ

と
よ
」
七
四
四
年
、
久く

に
き
よ
う

邇
京
は
廃
都
と
な
っ
た
。
大
宮
に
仕
え
る
人
は
難
波
皇
都
に
移
り

住
ん
で
し
ま
っ
た
。都
の
風
流
さ
を
象
徴
す
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、も
は
や
通
っ
て
は
来
な
い
。

で
も
、
こ
こ
久
邇
の
地
は
山
高
く
川
の
瀬
清
く
、
本
当
に
住
み
や
す
い
土
地
だ
と
、
続
く

一
〇
五
九
番
歌
で
も
ほ
め
た
た
え
て
い
る
。

霍ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥
は
ヤ
マ
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
も
言
わ
れ
る
渡
り
鳥
で
あ
る
。
万
葉
集
の
中
で
最
も
多

く
歌
わ
れ
る
鳥
で
、
一
四
〇
首
ほ
ど
あ
る
。
こ
の
歌
の
作
者
で
は
な
い
が
、
大
伴
家
持
が

ホ
ト
ト
ギ
ス
を
詠
ん
だ
歌
は
六
四
首
あ
る
と
い
い
、
家
持
が
詠
ん
だ
動
物
の
歌
の
中
で
は

ホ
ト
ト
ギ
ス
が
最
も
多
い
。
特
に
越
中
守
時
代
の
五
年
間
に
多
数
あ
り
、
そ
の
理
由
は
都

の
風
流
な
も
の
を
想
い
起
こ
し
た
か
ら
な
ど
諸
説
あ
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聞
い
た
ら

夏
が
来
た
し
る
し
で
あ
り
、
立
夏
の
前
夜
か
ら
夜
明
け
の
初
音
を
聞
こ
う
と
待
ち
構
え
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
羽は

ふ触
り
に
散
ら
す
（
羽
が
触
っ
て
散
ら
す
）」「
立
ち
潜く

く
（
間

を
く
ぐ
る
）」「
声
の
遙は

る

け
さ
」「
は
ろ
は
ろ
に
鳴
く
」
な
ど
の
表
現
を
生
み
出
し
た
。
都
を

離
れ
、
都
を
恋
し
く
思
う
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
出
る
表
現
が
あ
る
。
逆
境
、
苦
痛
、
怒
り
、

苦
し
み
…
文
学
は
、
人
が
も
が
い
た
先
に
見
え
る
、
一
筋
の
光
の
よ
う
に
生
ま
れ
る
と
も

言
え
る
。
そ
の
人
が
も
つ
、
目
に
は
見
え
な
い
深し

ん
え
ん淵
の
海
が
、
人
の
心
を
震
わ
せ
る
一
文

を
生
み
出
す
。

泉
川
は
、
泉
の
地
を
流
れ
る
木
津
川
で
、
奈
良
の
宇
陀
に
発
し
て
伊
賀
を
過
ぎ
、
泉
を

通
り
、
木
津
か
ら
北
流
し
て
淀
川
に
合
流
す
る
。
家
持
が
越
中
に
赴
任
す
る
時
、
弟
の

書ふ
み
も
ち持
が
見
送
り
に
来
て
別
れ
た
場
所
も
泉
川
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
赴
任
中
に
弟
を
亡
く

し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、泉
川
は
木
場
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。
木
津
と
い
う
の
は
「
木

の
港
」
の
意
で
あ
り
、
巨お

ぐ
ら
の
い
け

椋
池
か
ら
泉
川
を
遡
上
し
て
現
在
の
木
津
付
近
で
陸
揚
げ
さ
れ
、

山
を
越
え
て
平
城
京
へ
と
運
搬
さ
れ
て
い
た
。
写
真
の
碑
は
、
木
津
川
市
山
城
町
上
狛
の

山
城
郷
土
資
料
館
に
あ
る
。

や
っ
ぱ
り
森
に
行
こ
う
。
そ
し
て
、
川
に
行
こ
う
。
街
の
日
常
に
あ
る
夏
の
し
る
し
も

魅
力
的
だ
が
、
自
然
の
中
に
こ
そ
、
本
当
に
望
ん
で
い
た
夏
の
し
る
し
が
あ
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
る
。

（
巻
第
六　

一
〇
五
八
番
歌
）

久く

に邇
の
新
し
き
京み

や
こ

を
讃ほ

め
た
る
歌

京都府木津川市山城町山城郷土資料館前にて

１．はじめに
令和4年6月22日に、東京都中央区立環境情報セ

ンターからの依頼を受け、「川に自然を取り戻す！
自然再生について」のタイトルで中央区総合環境講
座にて講師を務めた。
本講座は、東京都中央区が主催する18歳以上の

区内在住・在勤・在学者を対象として、定員30名、
参加費無料で実施する環境学習の一環である。内容
は地球規模から身近なスケールまでの環境問題を
全9回の連続講座で学ぼうという、中央区らしい非
常に先進的な取り組みである。講座内容はSDGsや
脱炭素、あるいは南極から見た地球環境といった多
方面に渡る興味深いラインナップとなっており、当
然講師陣も一家言ある名だたる面々が名を連ねて
いた。僭越ながらその中で、私の担当講座は全9回
の初回であった。開催時刻は18：30 ～ 20：30の2
時間で、平日の夜にも関わらず、会場には環境問題
に関心の高い男女17名の方々が足を運んで下さり、
傍聴していただいた。

２.講習内容
講習内容は、当初、江戸時代の運河網からなる中

央区にちなみ、汽水環境での川の自然再生を中心

に展開しようかと考えた。しかしながら、下見で訪
れた中央区立環境情報センターの洗練されたデザ
インに大いに影響を受け、グローバルな視点とし
て2021年6月の「自然協約2030」G7合意、「ネイ
チャーポジティブ」、「生物多様性ネットゲイン」な
どの話題を追加した後、「日本の川の特徴」、「日本
の川づくり」、「中央区の水辺」といったより身近な
話題へ移行する構成とした。

講習内容として準備した話題は以下のとおりで
ある。詳細は誌面の都合上割愛するが、これらの内
容は、主に国土交通省による既出の河川環境資料や
多自然川づくり、河川環境の評価指標等の内容に絡
めて話題提供とさせていただいた。特に伝えたかっ
たこととして、川はそれ自体が生き物であり洪水や
植生遷移によって常に環境の変動を繰り返してい
ること、洪水という攪乱が河川環境の維持機能とし
て不可欠であることを強調した。

3．おわりに
講習会を通じ、参加者が熱心にメモをとる姿に、
発表する私も大いに刺激を受けた。川の自然環境の
向上には、行政の取り組みも重要であるが、何より
も流域に暮らす個人の想いがドライビングフォー
スになることは間違いない。今後ともこうした方々
のお力添えになることで、川の自然再生の力になれ
れば幸いである。最後に貴重な体験の機会を設けて
下さった中央区立環境情報センターのスタッフの
皆様には心よりお礼申し上げたい。

河川環境教育に関する講習会の実施報告
－ 中央区総合環境講座にて －

自然環境グループ　研究員　白尾　豪宏

1. 環境をとりまく世界の動き
2. 日本の川の特徴
3. 川らしい自然環境とは
4. 氾濫原
5. 外来生物
6. 日本の川づくり
7. 中央区の水辺
8. 汽水域の自然再生
9. 都市における自然の価値
10. 水辺の小さな自然再生

当日の状況
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